
１．日　　程

日程 議 案 番 号 摘要

24 審査報告第１号
経済建設常任委員会付託案件審査報告
議案第１２号　市道の認定・変更・廃止について 簡易

25 議案第１７号 人権擁護委員候補者の推薦の同意について 即決・簡易

26 議案第１８号
恵庭市長及び副市長の給与に関する条例及び恵庭市教育委員会教育長の
給与等に関する条例の一部改正について

即決・起立

27 議案第１９号 恵庭市職員の給与に関する条例の一部改正について 即決・簡易

28 議案第２０号 島松駅東口駅前広場外１整備工事の請負契約の変更について 〃

29 議案第２１号 恵庭跨線橋５径間補修工事の施行に関する協定の締結について 〃

30 議案第２２号 財産の取得について（追認）

31 議案第２３号 財産の取得について（追認）

32 議案第２４号 財産の取得について（追認）

33 議案第２５号 財産の取得について（追認） 即決・簡易

34 議案第２６号 令和６年度恵庭市一般会計補正予算（第８号） 〃

35 議案第２７号 令和６年度恵庭市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 〃

36 議案第２８号 令和６年度恵庭市介護保険特別会計補正予算（第２号） 〃

37 議案第２９号
恵庭市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に
ついて

即決・起立

38 意見案第１３号
アルコール・インターロックの早急な普及と義務化に向けた検討を求め
る意見書

即決・簡易

39 意見案第１４号 選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論を求める意見書 即決・起立

40 閉会中の各常任委員会・議会運営委員会所管事務調査について

件　　　　　　　　　　　　　　　名

令和６年　恵庭市議会第４回定例会議事日程表（１２月１３日）

（一括）

即決・簡易



審査報告第１号 
 
 

経済建設常任委員会付託案件審査報告 
 
 
 本定例会において付託された案件について、委員会は審査の結果、次のとおり決定したので

報告します。 
 
 

令和６年１２月１３日 
 
 

経済建設常任委員会委員長  武 藤 光 一   
 
 
 恵庭市議会議長 長 谷 文 子 様 
 
 
１．審査の結果 
 

（１）議案第１２号 市道の認定・変更・廃止について 
 

本案件は、原案のとおり可決すべきものと決定したので報告します。 



議案第２９号 

 

   恵庭市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

 

 恵庭市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を次のとおり改正する

ことについて議決を求める。 

 

  令和６年１２月１３日提出 

 

恵庭市議会議員  市 川 愼 二  川 原 光 男  川 股 洋 一   

  小 橋   薫  前 田 孝 雄  石 井 美 季   

  宮   利 徳  早 坂 政 芳  吉 永 孝 之   

  矢 野 浩 章  三 上 まどか  野 沢 宏 紀   

  松 島   緑  生 本 富士代  新 岡 知 恵   

武 藤 光 一  澁 谷 敏 明  太 田 実 保   

小 林 卓 矢                     

 

記 

 

恵庭市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

 恵庭市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和３１年条例第１８号）

の一部を次のように改正する。

現行 改正案 

第 1 条～第 3 条 (略) 
 
 (期末手当) 
第 4 条 (略) 
2 期末手当の額は、それぞれ前項の基準日にお

ける議員報酬月額及びこれに 100 分の 20 を乗

第 1 条～第 3 条 (略) 
 
 (期末手当) 
第 4 条 (略) 
2 期末手当の額は、それぞれ前項の基準日にお

ける議員報酬月額及びこれに 100 分の 20 を乗



現行 改正案 

じて得た額の合計額に 100 分の 225 を乗じて

得た額とする。 
3・4 (略) 
 
第 5 条 (略) 

じて得た額の合計額に 100 分の 230 を乗じて

得た額とする。 
3・4 (略) 
 
第 5 条 (略) 

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行し、この条例による改正後の恵庭市議会の議員の議員

報酬及び費用弁償等に関する条例（以下「改正後の条例」という。）の規定は、令和６年

１２月１日から適用する。 

（期末手当の内払） 

２ 改正後の条例の規定を適用する場合においては、改正前の恵庭市議会の議員の議員報

酬及び費用弁償等に関する条例の規定に基づいて支給された期末手当は、改正後の条例

の規定による期末手当の内払とみなす。 

 （令和６年１２月に支給する期末手当に関する特例措置） 

３ 令和６年１２月に支給する期末手当に関する改正後の条例第４条第２項の規定の適用

については、同項中「１００分の２３０」とあるのは、「１００分の２３５」とする。 

 （規則への委任） 

４ 前２項に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 



意見案第１３号 

 

アルコール・インターロックの早急な普及と義務化に向けた検討を求める意見書 

 

本事項の実現について地方自治法第９９条の規定により意見書を提出したいので議決を求

めます。 

 

令和６年１２月１３日提出 

 

恵庭市議会議員  柏 野 大 介  武 藤 光 一  市 川 愼 二   

前 田 孝 雄  野 沢 宏 紀            

 

（案 文） 

 平成２６年７月１３日、小樽市において、飲酒運転の自動車によって３人が死亡、１人が重

傷という悲惨な事故があった。二度とこのような事故が起きぬよう、行政としてもできる限り

の対策を施すべきである。そして過去を調べれば、飲酒運転による事故は多く発生しており、

その都度、ドライバーに向けた啓発活動や、飲酒運転に対しての厳罰化などを施行しているが、

残念ながら飲酒運転は後を絶たないのが実情である。これは啓発活動や、厳罰化による効果が

限界に達していることを示している。アルコール・インターロックとは、車にアルコール検知

器を装備し、ドライバーが飲酒状態にあると判断されればエンジンがかからないようにする仕

組みである。基本的な構想は２０００年代から存在しており、我が国においても同時代に導入

に向けて研究がされたようだが、その後目立った動きは確認できない。なお諸外国では、欧米

を中心に普及が進んでおり、米国では条件付きながらも義務化している州もある。アルコール・

インターロックは飲酒運転撲滅の切り札となりうる。ただし現時点においても、技術的な問題

や、制度上の問題など、導入に関してクリアしなければならない課題があるため、まずは普及

促進に向けて前向きな検討をするところから始めるべきである。最終的には義務化されること

が望まれる。 

 よって、本市議会は国に対し、下記事項について措置を講じるよう強く求めるものである。 

 

記 

 

１ アルコール・インターロックを早急に普及させることについて、前向きな検討を開始する

こと。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 

令和６年１２月１３日 

北海道恵庭市議会 



 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、国土交通大臣、国家公安委員会委員長 宛各通 



意見案第１４号 

 

選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論を求める意見書 

 

本事項の実現について地方自治法第９９条の規定により意見書を提出したいので議決を求

めます。 

 

令和６年１２月１３日提出 

 

恵庭市議会議員  新 岡 知 恵  柏 野 大 介   

 

（案 文） 

 選択的夫婦別姓制度に関しては、平成３年から法務省法制審議会民法部会において、婚姻制

度等の見直し審議が行われ、平成８年に、選択的夫婦別姓制度を含む「民法の一部を改正する

法律案要綱」の答申が出された。この答申に基づき、国は平成８年及び平成２２年にそれぞれ

改正法案を準備したものの、国民各層に様々な意見があること等から、いずれも国会に提出す

るには至っていない。 

 令和３年６月２３日に示された最高裁判所決定では、夫婦の氏についての制度のあり方は、

「国会で論ぜられ、判断されるべき事柄にほかならない」とされ、補足意見として「国会にお

いて、この問題をめぐる国民の様々な意見や社会の状況の変化等を十分に踏まえた真摯な議論

がされることを期待するもの」と国会での議論の必要性を示している。 

 政府は旧姓の通称使用の拡大の取組みを進めているが、通称使用では、ダブルネームを使い

分ける負担、本人や企業等の経済的なコスト、個人識別の誤りのリスクやコストを増大させる

等の問題が指摘され、本年６月１８日に日本経済団体連合会から「選択肢のある社会の実現を

目指して」と選択的夫婦別姓の早期実現を求める提言書が提出された。 

 結婚に伴う改姓により社会的不利益・不都合や精神的苦痛を被る事例や、さらに個人のアイ

デンティティーの尊重、家族のあり方が多様化する中、選択肢を持てる法制度を求める声が広

がってきている。 

 多様性を認める社会、個人の尊重と両性の本質的平等の観点から、世論の動向や最高裁での

判断趣旨等を踏まえて、国会および政府は制度の在り方について責任をもって議論していかな

ければならない。 

 よって、国会及び政府に対し、選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた積極的な議論を行うよ

う強く要望する。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 

令和６年１２月１３日 

北海道恵庭市議会 



 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣 宛各通 



閉会中の各常任委員会・議会運営委員会所管事務調査項目一覧表 
 

令和６年１２月１３日 
 

委 員 会 名 調 査 事 項 理 由 

総務文教常任委員会 ―  

厚生消防常任委員会 
１．ＡＲ災害疑似体験アプリについて 
２．子ども子育て施策について 

さらに精査を 
必要とするため 

経済建設常任委員会 
１．ルルマップ自然公園ふれらんどについて 
２．除雪について 

〃 

議 会 運 営 委 員 会 

１．議会の運営に関する事項について 
２．議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項につ

いて 
３．議長の諮問に関する事項について 

〃 

 


